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平成25年度　博物館・市民会館事業カレンダー

●4月
  6 日（土）　企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　2013」開始（～ 7月 8日）
  7 日（日）　第 97回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「図書館の使い方とその裏側」
20日（土）　オープンサタデークラブ「いけ花講座」及び「日本舞踊」開始（3月 1日まで、全 13回）
21日（日）　第97回寺子屋講座（芸道文化講座）「次世代に伝えたいそろばんと暗算の力～脳の活性化から国際交流まで～」
25日（木）　野田市立東部小学校 6年生来館
●5月
  1 日（水）　収蔵品特別展示　四代勝文斎作押絵行灯 2点（～ 15日）　
  5 日（日）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 1回）
  5 日（日）　第 98回寺子屋講座（芸道文化講座）「新四国八十八ヶ所利根運河大師の 100年」
19日（日）　第 98回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「デザインで日常の殻をやぶろう！」
●6月
  2日（日）　第99回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「視る方向を変えてみる～柔軟なモノの見方で発想（思考）
　　　　　 の効率を上げる～」
  5 日（水）　博物館懇談会（第 1回）
  9 日（日）　呈茶席（第 1回）
16日（日）　第99回寺子屋講座（芸道文化講座）「石器の石はどこから来たの？～関東平野のど真ん中　野田・
　　　　　 流山　縄文時代の交易～」
19日（水）　野田市立南部中学校職場体験 6名受入（～ 21日）
●7月
  6 日（土）　第19回ミュージアム・コンサート「爽やかな夏風 にのせて… ～ソプラノとピアノで贈る和洋の名曲～」
  7 日（日）　寺子屋講座 100回記念シンポジウム・キャリアデザイン講演会「市民の学びが拓くまちづくり」
  9 日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 19日）
20日（土）　市民の文化活動報告展「「知ろう！見つけよう！野田の自然　いま・むかし」開始（～10月 21日）
22日（月）　野田市立中央小学校夏休み学び教室 1～ 6年生来館
27日（土）　博物館実習 6名受入（～ 8月 4日。9月 16日は台風のため中止）
28日（日）　子ども樹木博士
29日（月）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 2回）
31日（水）　市新規採用学校教職員研修への協力
●8月
  1 日（木）　子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」（第 3回）
  3 日（土）　野草観察会
  4 日（日）　第 101回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「繁盛したければ、馬鹿になれ！～好きな事を商売にす
　　　　　 ると、商売はもっと楽しい～」
18日（日）　第101回寺子屋講座（芸道文化講座）「日本最初の健康体操自彊術～適度に身体を動かし元気な自分づくり～」
25日（日）　樹木観察会
●9月
  1日（日）　第102回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「実は税金の計算だけじゃない～税理士の仕事　その知られざる実態～」
13日（金）　野田市立関宿小学校 3年生来館
15日（日）　第102回寺子屋講座（芸道文化講座）「川柳四方山話～世界一短い詩・川柳の楽しみ方から作り方まで～」
※台風のため 9月 16日に予定していた観月会を中止
●10月
  6 日（日）　第103回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「あったか家族のお手伝いとは…～焼鳥・うなぎ・お惣菜の「日本一」～」
  9 日（水）　野田市立中央小学校 2年生来館
13日（日）　昆虫観察会
17日（木）　市民会館で第 26期竜王戦七番勝負第 1局開催（・18日）
20日（日）　第103回寺子屋講座（芸道文化講座）「季節のテーブルコーディネート２～食卓にハロウィンがやってきた！～」
22日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 11月 1日）

2013年

16



●11月
  2 日（土）　特別展「野田の絵馬～ならわし、なりわい、わざわい、たすけあい～」開始（～1月31日）オープニング・レセプション
  3 日（日）　第 104 回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「きものの世界に飛び込んで 30年～今年は創業 100
　　　　　  年！町の呉服店はこんな所です～」
16日（土）　世界にひとつだけの“どうぶつ絵馬”をつくろう！（第 1回）
17日（日）　第 104回寺子屋講座（芸道文化講座）「昭和歌謡史パート 3～戦後復興の頃を背景として～」
23日（土）　学芸員によるギャラリートーク（・12月 21日・1月 26日）
24日（日）　呈茶席（第 2回）
●12月
  1 日（日）　第 105回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「東日本被災地を忘れぬために」
  4 日（水）　博物館懇談会（第 2回）
  7 日（土）　世界にひとつだけの“どうぶつ絵馬”をつくろう！（第 2回）
11日（水）　野田市立北部中学校職場体験 3名受入（～ 13日）
15日（日）　第 105回寺子屋講座（芸道文化講座）「NHK大河ドラマ『八重の桜』から見た砲術の世界」

●1月
11日（土）　キャリアデザイン連続講座「上手な自己表現を身につけよう！」（第 1回）
17日（金）　関宿中央小学校 3年生対象の出張授業
18日（土）　特別展関連講演「江戸川・利根川流域の絵馬にみる伊勢信仰」
19日（日）　第 106回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「誰でもできるキャリア磨き～職業訓練で見つかる新しい自分～」
19日（日）　第 106回寺子屋講座（芸道文化講座）「初めてでも楽しめる！日本刀入門講座」
22日（水）　野田市立宮崎小学校 3年生来館
26日（日）　キャリアデザイン連続講座「上手な自己表現を身につけよう！」（第 2回）
27日（月）　文化財防火デーにちなんで消防訓練の実施
30日（木）　野田市立南部小学校 3年生来館（・31日）
30日（木）　船橋市立三咲小学校 4年生来館
●2月
  1 日（土）　博物館展示替えのため休館（～ 19日）
  1 日（土）　キャリアデザイン連続講座「上手な自己表現を身につけよう！」（第 3回）
  2 日（日）　第 107回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「パパ・ママ・赤ちゃん　みんなをサポート！」
  7 日（金）　クラブフェスタ 2014（～ 9日）
  7 日（金）　野田市立二川小学校 3年生来館
16日（日）　第 107回寺子屋講座（芸道文化講座）「合気道と『古事記』から読み解く「日本精神」」
20日（木）　市民コレクション展「日本刀～後世に伝えたい美と心～ 」開始（～ 3月 24日）
23日（日）　刀剣！なんでも相談会（第 1回）
24日（月）　野田市立二ツ塚小学校 3年生来館
27日（木）　野田市立福田第一小学校 3年生来館
●3月
  1 日（土）　第 21回ミュージアム・コンサート「詩吟で味わう日本の美と心」
  2 日（日）　第 108回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「いびき博士の夢を継いで～いびきの悩み引き受けます～」
  2 日（日）　第 108回寺子屋講座（芸道文化講座）「牛革コースターを作ろう！」
  2 日（日）　呈茶席（第 3回）
  5 日（水）　野田市立福田第二小学校 3年生来館
  8 日（土）　山中直治コンサート
  9 日（日）　抜刀演武会
10日（月）　刀剣！なんでも相談会（第 2回）
19日（水）　博物館懇談会（第 3回）
22日（土）　親と子の茶道講座「飲もう！たてよう！お抹茶体験」
25日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 4月 4日）
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新収蔵資料

修繕・修復等
○絵馬（裸参り図、肝試し図、客船模型貼付け額）（資料番号 2347、2348、6634）クリーニング及び剥
　落止め、額縁製作等を行った（委託先：株式会社上田墨縄堂）。

○掛軸（不動明王図）（資料番号 8795）クリーニング及び軸装を行った（委託先：株式会社彫美堂）。

資料収集・保管・整理事業
事業区分：委託事業　

修復前（資料番号 2347） 修復後（資料番号 2347）

資料名
地券
煎餅用網等
けだし等
掛軸「愛宕大神」等
野田運輸株式会社船舶部記念写真等
アルバム等
下川凹天関係資料
台秤等
半纏（祭事係）等
堤台大杉神輿
正直台等
野田・鈴木家旧蔵アルバム
投降ビラ等
新道東オビシャ祭具一式
キッコーマン工員用作業服等
絵馬等
羽釜等
総武鉄道全通記念絵はがき
日本画（後藤純男画「室戸岬」）
醤油醸造工程一覧　
日本交通分県地図其十五　千葉県　
子孫繁昌手引草
絵はがき
下川凹天著並画『漫画スケッチブックと描き方』 
下川凹天編『裸の世相と女』　
下総国輿地全図　
下川凹天著並画『漫画人物描法』　
野田関係絵はがき、醸造関係絵はがき、醤油ラベル、
醤油会社案内冊子類、醤油広告類　
主図合結記　丙　 

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

28

29

点数
27
30
2
33
20
3
77
4
3
1
21
1
8
27
8
3
3
7
1
1
1
1
2
1
1
1
1

109

1

受領日
4月2日
4月9日
4月15日
4月23日
4月23日
5月9日
6月19日
8月2日
8月27日
10月24日
11月28日
11月28日
1月31日
2月21日
3月28日
3月31日
3月31日
5月1日
5月1日
6月21日
9月5日
9月11日
12月27日
3月4日
3月4日
3月11日
3月11日

3月25日

3月25日

収集方法
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入

購入

購入

寄贈者
浜野光年氏
有限会社万寿屋
染谷和美氏
中村政道氏
丸山武氏
髙原光雄氏
石川千香子氏
中村富隆氏
木村敏男氏
北島利夫氏
高梨貞二郎氏
金野恵子氏
原田茂氏
木村敏男氏
染谷等氏
山中良雄氏
白鳥良一氏
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○巻子（「日の出づる国の四季　秋と冬」）（資料番号 8797）　クリーニング及び巻子装を行った（委託先：
　株式会社彫美堂）。

燻蒸・環境検査
期　間：2月 24 日～ 28日
対　象：博物館本館収蔵庫及び上花輪収蔵庫
委託先：関東港業株式会社
薬　剤：アルプ

資料の整理及びデータ入力
　新たに資料整理員 2名が加入し、資料情報の電子化と、そのための環境整備を実施した。
　今年度より新たな小学校の空き教室を借り受け、農具や本館収蔵庫の瓶、醤油差し類を移動し、保管
した。また、本館収蔵庫の資料配置を見直し、収蔵状況の改善を行うとともに、資料整理用の作業机と
梱包用具の置き場を確保することができた。同時に収蔵庫内にインターネット回線と館内ネットワーク
を引き込み、これまで学芸員室まで資料を持ち出した上で行っていた資料整理および資料台帳の更新作
業を収蔵庫内でも行うことができるようにした。また、キッコーマン株式会社からの寄託資料約 500 件
について現物確認を含めた整理を行った。資料情報の電子化については、以前資料情報の記録に使用し
ていた資料カードの記述を入力し、基本情報に法量等の情報を追加した。また、資料カードに貼り付け
られた写真約 2,500 点もスキャナーで電子化し、資料番号ごとにナンバリングを行った。
　資料のデータベースについては、今年度より早稲田システム開発株式会社のクラウド型データベース
を導入し、基礎情報の反映を開始した。これにより、従来のデータベースでは一元管理が難しい資料情
報と資料写真の統一管理を実施した。今後、ホームページ上での資料情報の公開に向けた整理作業を進
める。

地域文化の調査研究
○「野田の絵馬」展にともなう野田の絵馬に関する調査研究　野田の絵馬を調査し、特別展の展示及び図
録に反映させた。
○岩名・間中家の家屋および民具の調査研究　同家の民具資料の受け入れに際し、家屋および資料の撮
影と計測、聞き取り調査などを実施した。

調査研究事業
事業区分：委託事業　

修復前（資料番号 8797） 修復後、平成 26年度特別展にて展示（資料番号 8797）
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キャリアデザインの調査研究
○「寺子屋講座 100 回記念シンポジウム」にともなう寺子屋講師経験者へのキャリア調査　寺子屋講座
講師経験者にアンケート調査を行い、その結果を 2011 年度年報・紀要に「寺子屋講座のあゆみと今後
に向けて（2）～市民の講師経験とキャリア形成～」として掲載。
○「日本刀～後世に伝えたい美と心～」展にともなう野田市美術刀剣会会員へのキャリア調査　野田市美
術刀剣会の会員に、刀剣蒐集をはじめた契機や刀剣の魅力について、アンケート調査と聞き取りを行い、
展示内の「野田市美術刀剣会の歩み」コーナーのパネル等に反映させた。

博物館活動に関する調査研究
○イギリスの博物館におけるソーシャル・インクルージョン活動の研究　学芸員 1名が、文部科学省
生涯学習政策局が実施する平成 25年度学芸員等在外派遣研修制度を利用して英国を訪問し、ロンドン
博物館をはじめとするロンドンにある 10数館のミュージアムを訪ね、ソーシャル・インクルージョン
の考え方の元に行われている学校連携やコミュニティ連携の取り組みの実態を見ると同時に、その意義
や必要性、成果、問題点や課題、ネットワーク等について調査を実施した。

講演・講座等への協力 ※勤務時間外の活動を含む。

研究報告等の執筆 ※勤務時間外の活動を含む。
○田尻美和子
「文書館・史料館めぐり　野田市郷土博物館」 『日本歴史』 2014 年 1月号、吉川弘文館、2014 年 1月
「寺子屋講座のあゆみと今後に向けて（２）～市民の講師経験とキャリア形成～」『年報・紀要2011年度』、
野田市郷土博物館、2013 年 12 月
○柏女弘道
「大正～昭和前期の野田関係タトウ入り絵はがき」『年報・紀要 2011 年度』、野田市郷土博物館、2013
年 12 月
○岩田明日香
「寺子屋講座 100 回記念シンポジウム―「学び」と「つどい」の場としての博物館―」『ミュゼ』105 号、ア
ム・プロモーション、2013 年 10 月

内容：「わがまち　のだ」と題して、野田及び醤油醸造の歴史についての講演を実施。

11月7日 千葉県立関宿高校での講演 学芸員 大貫場所：千葉県立関宿高校
内容：博物館・市民会館の案内とまち歩き、博物館の利用・博学連携に関する説明会を実施。

7月31日 野田市新規採用学校教職員研修の案内解説 学芸員  柏女・岩田場所：博物館・市民会館

内容：「野田の絵馬」と題して、絵馬に関する講演を実施

1月15日 千葉県立関宿高校での講演 学芸員 大貫場所：千葉県立関宿高校
内容：文部科学省の学芸員等在外派遣研修でイギリスに赴き、当館の活動報告を行った。

1月9日 ロンドン博物館でのプレゼンテーション 学芸員  田尻場所：ロンドン博物館
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市民つどいの間での所蔵図書の公開
例年通り、図録及び郷土資料図書を閲覧に供した。また、キャリアデザインやまちづくり、博物館学に
関する書籍を購入、寄贈などの手段により収集、配架した。随時、学芸員が対面、電話、メールによる
レファレンスサービスを行った。現状で利用の見込みがない図書を小学校の空き教室に運搬し、利用頻
度の高い図書を優先して配架するようにした。また、ジャンルごとにパネルをつけて整理して、利用者
がより使いやすいようにした。

フィルムコミッション
映画やドラマ、CMの撮影など 4件の問い合わせ、現地視察があり、情報の提供を行った。ドラマ 2件
の撮影が行われた。

資料閲覧
展示していない当館所蔵資料のうち、閲覧の申請があった 20件について資料を収蔵庫から出し閲覧に
供した。

資料館外利用

写真や画像等の利用
当館所蔵資料や施設の写真等 47件について、他機関等への画像（ポジ、データ）の提供や申請者が撮影
した写真の利用許可を行った。

公開事業
事業区分：委託事業　

貸出先：松戸市立博物館　　　　　
虎綱（資料番号 652） 1点 4月 1日～ 3月 31 日

目的：常設展での展示のため　　　　　　　　

貸出先：和歌山市立博物館　　　　
魚形埴輪（資料番号 4104） １点 7月 10 日～ 9月 30 日

目的：夏季特別展「海人の世界―発掘された海辺のくらし」での展示のため

貸出先：野田市立関宿中央小学校
昆虫標本（資料番号 7938）等 10点 6月 21 日～ 6月 28 日

目的：授業での観察のため

貸出先：野田市観光協会
絵はがき（資料番号 5867）等 ９点 3月31日～平成26年4月9日

目的：「清水公園の歩み～120周年の感謝を込めて～」展での展示のため
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常設展示

野田に生きた人々の生活と文化
場　所：博物館 2階展示室

時代、（３）企業城下町の誕生と樽作り、（４）昭和期の農業と生活というテーマで紹介している。
　本常設展示は平成 22 年度にリニューアルをしたものである。本年度は資料と展示状態のメンテナン
スなどを行った。

収蔵品特別展示

全て各都道府県にゆかりのある歌舞伎の一場面であり、当時の人気役者の似顔絵が描かれている。また、
開口部には河鍋暁斎や川端玉章など著名な画家の絹絵が嵌め込まれている。全国にも類例を見ない貴重
な美術品であるが、資料保存のため常時公開することができない。そのため平成 8年より、所蔵してい
る全 41点の押絵行灯から毎年 2点ずつ収蔵品特別展示として期間を区切り公開している。今年度は「市
川団十郎の景清」、「市川団十郎の館金剛丸照忠」を公開した。

展示事業
事業区分：委託事業　

１．展示内容
　対象とする時代を醤油醸造業が本格的になる近世中期
（18 世紀）から 1950 年代までとし、野田の特徴や主要コ
レクションを（１）江戸時代、（２）醤油づくりの道具と明治

四代勝文斎作押絵行灯（2点）
期　間：5月 1日（水）～15日（水）　
会　場：博物館 1階展示室

１．展示内容
　当館所蔵の「押絵行灯」は、明治の押絵細工の名手として
知られる四代勝文斎の作品である。前面に施された押絵は

22



１．目的
　本企画展では例年、小、中学生を主な対象に、野田の歴史を旧石器時代から現代まで、人々の生涯と
文化に焦点をあてて紹介してきた。昨年度に引き続き、課題としている「収蔵資料の公開」のために、当
館の新収蔵品を本展覧会の中で展示し、博物館の資料収集活動の啓発とするとともに、時代や暮らしの
変化について考える機会とした。

２．展示内容
　例年同様に旧石器時代から古代・中世までを考古遺物をもとに展示した。さらに、展示室北側半分を、
新収蔵品コーナーと位置づけて、平成 24年度に新たに収蔵した資料を公開した。

（１）　旧石器時代から中世までの生活と文化
　石器、土器、埴輪等の出土遺物を展示し、人々の暮らしと文化につながる解説パネルで説明をした。
解説パネルでは、各時代の一般的な説明のほかに「黒曜石の道」や「土器の修復」といったトピックパネル
を付した。
（２）　新収蔵品コーナー
　平成 24年度のすべての寄贈申込に対して 1点以上の資料を展示した（これまでに展示実績や近日中に
展示予定がある資料を除く）。また、調査目的以外の購入資料を展示した。展示資料はテーマ別に分類し、
当館が野田に関わるどのような資料を収集しているかが来館者に伝わるようにした。

展示事業
企画展

野田に生きた人々　その生活と文化　2013
会　期：4月 6日（土）～ 7月 8日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：7,178 人

事業区分：委託事業

資料名
尖頭器　2点
石器　11点
尖頭器と削器　4点
石器　8点
打製石斧
磨製石斧
石匙
石鏃　5点
片口付深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13

（出土地名）
寺後遺跡
槙の内遺跡
三ツ堀遺跡
本郷遺跡A地点
東金野井貝塚
北前貝塚
勢至久保遺跡
東金野井貝塚
稲荷前遺跡
鹿野第2遺跡
槙の内遺跡
新宿貝塚
中野台貝塚

所蔵者
当館蔵（資料番号7119）
当館蔵（資料番号7118）
当館蔵（資料番号7120）
当館蔵（資料番号7117）
当館蔵（資料番号7123）
当館蔵（資料番号7122）
当館蔵（資料番号7128）
当館蔵（資料番号7127）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7132）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7140）

備考（年代、寄贈者）
旧石器時代
旧石器時代
旧石器時代
縄文時代草創期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代前期
縄文時代中期

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者・寄贈者は敬称略

縄
文
時
代

旧石器
時代
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資料名
炉体土器
炉体土器
注口土器
注口土器
注口土器
深鉢形土器
深鉢形土器
異形台付土器
壺形土器
深鉢形土器
注口土器
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
耳栓
耳飾　2点
耳飾
貝塚断面模型
パネル「野田市域　遺跡分布図」
写真、スライドショー（土器の修復）
紡錘車　2点
壺形土器
浅鉢形土器
壺形土器
竪穴式住居模型
壺形土器
小型壺
小型壺
直口壺
甑
鉄鎌
壺形土器
高坏
坩
紡錘車
紡錘車
剣形品　9点
有孔円板　4点
勾玉　4点
臼玉
菅玉　2点
琴柱形石製品
鉄剣
直刀
馬形埴輪
円筒埴輪
円筒埴輪
円筒埴輪
朝顔形埴輪
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
魚形埴輪
鶏形埴輪
壺形土器
壺形土器
長頸壺
古瀬戸梅瓶

番号
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72

（出土地名）
新宿貝塚
下畔ヶ谷遺跡
香取原貝塚
岩名貝塚
山崎貝塚
香取原貝塚
山崎貝塚周辺遺跡
野田貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
東金野井貝塚
野田貝塚
野田貝塚

西山遺跡
勢至久保遺跡
宝蓮坊遺跡
宝蓮坊遺跡
中根八幡前遺跡復元住居模型
堤台松山遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
中根八幡前遺跡
桜台遺跡
ボタモチ山遺跡
北大和田Ⅲ遺跡
寺後遺跡
寺後遺跡
南大和田遺跡
宮前遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上野馬込遺跡
香取原古墳群
香取原古墳群
流山市内
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
香取原古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群
東深井古墳群
門倉公園前遺跡
東深井古墳群
東深井古墳群
堤台松山遺跡
堤台松山遺跡
二ツ塚古墳群
吉春遺跡

所蔵者
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号1039）
当館蔵（資料番号2550）
当館蔵（資料番号7141）
当館蔵（資料番号1035）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7139）
当館蔵（資料番号3424）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7138）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7129）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7126）
当館蔵（資料番号3364、3365）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号2699）

野田市教育委員会
当館蔵
当館蔵（資料番号7136）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号38）
当館蔵（資料番号7236）
当館蔵（資料番号41）
当館蔵（資料番号42）
当館蔵（資料番号43）
当館蔵（資料番号6938）
当館蔵（資料番号7328）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7108）
当館蔵（資料番号7111）
当館蔵（資料番号7110）
当館蔵（資料番号7112）
当館蔵（資料番号7114）
当館蔵（資料番号7113）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号1112）
当館蔵（資料番号1113）
当館蔵（資料番号50）
当館蔵（資料番号1086）
当館蔵（資料番号1087）
当館蔵（資料番号1088）
当館蔵（資料番号6986）
当館蔵（資料番号2266）
当館蔵（資料番号2267）
当館蔵（資料番号4103）
当館蔵（資料番号4102）
当館蔵（資料番号4104）
当館蔵（資料番号4105）
当館蔵（資料番号7252）
当館蔵（資料番号6937）
当館蔵（資料番号7106）
当館蔵（資料番号7097）

備考（年代、寄贈者）
縄文時代中期
縄文時代晩期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代後晩期
縄文時代後晩期
縄文時代後晩期
縄文時代
縄文時代
縄文時代
縄文時代

弥生時代
弥生時代中期
弥生時代後期
弥生時代後期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代後期
古墳時代
古墳時代前期
古墳時代中期
古墳時代
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代前期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代
古墳時代
古墳時代
14世紀前半

コーナー

縄
文
時
代

古
墳
と
埴
輪

弥
生
時
代

古
墳
時
代

中世
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資料名
常滑壺
常滑壺
後藤純男「室戸岬」
千秋社原則
ラベル3点
水上印醤油広告
野田醤油株式会社第十七工場概要
定
東京勧業博覧会紀念商品案内
クシガタ　キハク印　醤油景品附大売出し
ポスター
キノエネ醤油関係資料
醸造機械のカタログ
醤油醸造法便覧
「キッコーオカ」ガラス醤油差し
久世隠岐守暉之書状
会計便覧　全
諸御役目録
懐中便覧　完
大日本職業別明細図（千葉県）
支那事変写真全篇　上　北支戦線
戦中・戦後の教科書
絵はがき「飛行機上より見たる野田町」
絵はがき「下総国野田町清水公園より座生沼を望む」
利根運河改修促進に関する陳情
写真アルバム「東武鉄道江戸川橋梁打上並経間拡張工事」
パネル「樽職人　玉ノ井芳雄　年表」
キッコーマン印醤油樽
花器「花竹浪」
角樽
花器「円華」
樽蓋状看板
樽太鼓
醤油樽のつくり
パネル「佐藤庄助則久・里次則壮関係年表」
安心坊本堂番付図
西光院本堂鬼瓦
西光院本堂改築工事大工出勤表
茂木佐平治家稲荷神社鬼板とヒレの型板
写真（茂木佐平治家稲荷神社と鬼板）2点
清浄寺おもく堂二軒扇垂木の型
上花輪香取神社鰹木の型板
写真（上花輪香取神社と本殿上の鰹木）2点
茂木房五郎邸番付図
投網
泡消火器
泡消火器
二重瓶消火器
炭酸ガス消火器
粉末（BC）消火器
一塩化一臭化メタン消火器
二臭化四ふっ化エタン消火器
火搔き
蓑・菅笠
電気冷蔵庫
掛軸「御嶽山」
朱塗酒器（婚礼三々九度用）
裁縫箱
写真（なつかしの道具探究会の活動）　6点

番号
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131

（出土地名）
吉春遺跡
吉春遺跡

所蔵者
当館蔵（資料番号7094）
当館蔵（資料番号7096）
当館蔵（資料番号8789）
当館蔵（資料番号8626）
当館蔵（資料番号8659）
当館蔵（資料番号8659）
当館蔵（資料番号8659）
当館蔵（資料番号8659）
当館蔵（資料番号8609）
当館蔵（資料番号8659）
当館蔵（資料番号8619）
当館蔵（資料番号8659）
当館蔵（資料番号8610）
当館蔵（資料番号8553）
当館蔵（資料番号8608）
当館蔵（資料番号8755）
当館蔵（資料番号8611）
当館蔵（資料番号8587）
当館蔵（資料番号8612）
当館蔵（資料番号8557）
当館蔵（資料番号8627）
当館蔵（資料番号8606）
当館蔵（資料番号8621）
当館蔵（資料番号8624）
当館蔵（資料番号8613）
当館蔵（資料番号8625）

当館蔵（資料番号8697）
当館蔵（資料番号8748）
当館蔵（資料番号8694）
当館蔵（資料番号8740）
当館蔵（資料番号8708）
当館蔵（資料番号8700）
当館蔵（資料番号8704）

当館蔵（資料番号8631）
当館蔵（資料番号8638）
当館蔵（資料番号8639）
当館蔵（資料番号8643）

当館蔵（資料番号8640）
当館蔵（資料番号8641）

当館蔵（資料番号8677）
当館蔵（資料番号8622）
当館蔵（資料番号8594）
当館蔵（資料番号8602）
当館蔵（資料番号8595）
当館蔵（資料番号8604）
当館蔵（資料番号8597）
当館蔵（資料番号8599）
当館蔵（資料番号8600）
当館蔵（資料番号8544）
当館蔵（資料番号8614、8615）
当館蔵（資料番号8672）
当館蔵（資料番号8558）
当館蔵（資料番号8556）
当館蔵（資料番号8629）

備考（年代、寄贈者）
14世紀前半
14世紀前半
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
野中健一寄贈
購入
購入
購入
購入
購入
立澤英子寄贈
佐藤和宏寄贈
購入
購入
購入
購入

玉ノ井達実寄贈
玉ノ井達実寄贈
玉ノ井達実寄贈
玉ノ井達実寄贈
玉ノ井達実寄贈
玉ノ井達実寄贈
玉ノ井達実寄贈

鈴木里行寄贈
鈴木里行寄贈
鈴木里行寄贈
鈴木里行寄贈

鈴木里行寄贈
鈴木里行寄贈

鈴木里行寄託
荒井三男寄贈
斎藤幹雄寄贈
斎藤幹雄寄贈
斎藤幹雄寄贈
斎藤幹雄寄贈
斎藤幹雄寄贈
斎藤幹雄寄贈
斎藤幹雄寄贈
横銭清寄贈
染谷正雄寄贈
染谷正義寄贈
田中瑞枝寄贈
宮崎等寄贈
新井敏之寄贈

コーナー

全
国
の
醤
油
関
係
資
料

昭
和
の
く
ら
し

近
代
の
印
刷
物

樽
職
人
・
玉
ノ
井
芳
雄

中世

絵画

江
戸
時
代
の

文
書
と
書
籍

立
川
流
宮
大
工

佐
藤
庄
助
則
久
・
里
次
則
壮
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て紹介することができた。小中学生の歴史学習に対応する内容でありながら、今年度も学校見学は東部
小学校 6年生の 1校だけであった。昨年度の年報紀要で紹介した通り、学校来館への対応方法は引き続
き課題である。

関連事業　勾玉作りの講座を 5月の大型連休に企画して親子連れの来館を期待するとともに、考古の
専門家（学芸員）を講師とした寺子屋講座を行った。展示内容と同じく、昨年度と同様のラインアップと
して同程度の効果があったと考えられる。

来館者の反応　新収蔵資料で、「全国の醤油関係資料」「樽職人・玉ノ井芳雄」などのコーナーを設けてい
たためか、全般的には醤油関係資料について理解が深まったとする感想が多かった。玉ノ井芳雄氏につ
いては、市の定例記者会見への情報提供によって新聞数紙に取り上げられた。これにより、「玉ノ井氏の
樽の展示を見に来た」という来館者とも何度か話をすることができ、同氏について新たな情報を得るこ
とができた。また後藤純男の若書き「室戸岬」が、地元関宿からの来館者の印象に残ったようである。
　考古コーナーに毎年展示している貝塚断面模型の傷みが進んでおり、見学者からの指摘が数件あっ
た。来年度以降も展示を予定しているため、修理を行うこととした。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（41～ 45 ページ）を参照。

３．関連事業
○子ども体験教室「古代のアクセサリー・勾玉をつくろう！」
実施日：5月 5日（日・祝）10時～ 12時
内　容：勾玉の素材や役割、歴史について学芸員が説明し
た後、勾玉の実物を観察しつつ、滑石を用いて勾玉を作成
した（詳細は 56ページも参照）。

○寺子屋講座「石器の石はどこから来たの？～関東平野の
ど真ん中　野田・流山　縄文時代の交易～」
事業区分：自主事業
実施日： 6 月 16 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、第 99 回芸道文化講座の講
師を流山市立博物館次長の小栗信一郎氏にお願いし、様々
な石器の特徴や石材の産地と、その特定の仕方を紹介いた
だき、野田や流山から出土する黒曜石が伊豆諸島の神津島
や栃木県の高原山などからもたらされていることや、石の
流通からわかる日本全国の縄文時代の交易の範囲について
お話しいただいた（参加者などは寺子屋講座の項に掲載）。

４．振り返り
展示内容　例年、展示室南側の旧石器から中世までの通史
コーナーは、展示物数点の入れ替えをして継続している。
また、昨年から土器の修復に関するコーナーを追加した。
展示室北側の新収蔵資料のコーナーでは、平成 24年 5月
に逝去した樽職人・玉ノ井芳雄氏の作品と関連資料全 65
点のうち代表的な作品 7点を、また立川流宮大工佐藤庄
助則久・里次則壮関係資料 7点など、寄贈資料をまとめ

寺子屋講座「石器の石はどこから来たの？」
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１．目的
　市民の文化活動報告展では、学芸員が市民グループとテーマなどを協議し、博物館と協働で展示を構
成する。市内で文化的な活動を行っている市民グループに研究発表の場を提供し、新たな野田の文化の
創出に寄与することを目的としている。
　本展示では、市内で自然観察会などを行う 7つの団体からなる「野田自然保護連合会」（通称なナ連合）
が、博物館のサポートのもと、企画から実施までを担った。各団体の活動から明らかになった、野田の
豊かな自然を紹介するとともに、それを守るために活動している団体の想いを伝えることを目的とした。

２．展示内容
（１）　加盟団体紹介
　野田自然保護連合会の加盟団体である、グループうえっと、サンクチュアリ野田、なかよし自然隊、
野田の樹木を見て歩こう会、野田野鳥同好会、野の草、花の会･野田の活動を、写真や資料で紹介した。
（２）　野田の生物多様性と自然環境の変遷
　谷津・低地・台地のそれぞれで見られる昆虫の標本や植物の写真を展示し、野田の生物の多様性を紹
介した。また、明治前期の迅速測図を元に市内の自然環境の移り変わりを示した。
（３）　市内自然観察ポイント紹介
　清水公園、三ツ堀里山自然園、江川地区、はきだし沼など、市内の自然観察に適した場所を写真や昆
虫標本などで紹介した。また、大判に引き延ばした同じ場所の春・夏・秋・冬の風景写真の前に、季節
ごとの鳥・昆虫・植物の写真を配置し、野田の四季を表現した。
（４）　各会の特徴的な活動
　樹木の写真とその加工品や巨木番付、野鳥の写真など、各団体の特徴的な取り組みを紹介した。

展示事業
企画展・市民の文化活動報告展

知ろう！見つけよう！ 野田の自然 いま・むかし
会　期：7月 20日（土）～ 10月 21日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：10,251 人
共　催：野田自然保護連合会

事業区分：委託事業

資料名
写真（グループうえっと）
胴長と鎌
写真（サンクチュアリ野田）
観察図鑑
写真（なかよし自然隊）
植生調査フィールドチェックシート
写真（野田の樹木を見て歩こう会）

番号
1
2
3
4
5
6
7

所蔵者・提供者 備考（年代）

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者・提供者は敬称略

野
田
自
然
保
護

連
合
会
加
盟
団
体
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資料名
会報「どんぐ里」
創立10周年記念誌
写真（野田野鳥同好会）
会報「ざおうぬま」
記念誌「野田市鳥類目録」
写真（野の草）
ルーペ
牧野日本植物図鑑
野草図鑑
写真（花の会・野田）
写真（あおいそら運動ので花の配布）
ロゴ入りエプロン
10周年記念誌
パネル「デジタル標高地形図」
写真（ヤマエンゴサク）
写真（オドリコソウ）
野田市内で採集されたトンボ　昆虫標本5箱　
野田市内から姿を消した昆虫たち　昆虫標本2箱
最近見られるようになった昆虫たち　昆虫標本1箱
最近見られるようになった外来亜種アカボシゴマダラ　昆虫標本1箱
パネル「野田の130年前の地形・自然の姿」
タブレット端末「歴史的農業環境閲覧システム」
パネル「迅速測図で見る土地利用と地形・自然の変化」
パネル「迅速測図の見方」
パネル「野田市の人口推移」
パネル「土地利用の変化」
『東京遊行記』
『野禽の中に』
映像「子どもから大人まで楽しめる樹木観察会」
映像「清水公園と座生沼の野鳥」
パネル「『野田観桃記』挿絵」
写真（ツツジとアゲハ）
写真（オオハナワラビ）
写真（清水公園での植物観察会）
『清水公園座生沼の四季』
写真（ボートの浮かぶ座生沼）
写真（上の写真と同角度の現在の様子）
写真（ミズアオイの繁る座生沼）
写真（座生沼に飛来したコハクチョウ）
写真（座生沼）
写真（冬の水鳥が舞う座生沼上空）
写真（座生調整地での野鳥観察会）
座生沼周辺で採集された昆虫　昆虫標本2箱
パネル「三ツ堀里山自然園の概要」
パネル「三ツ堀里山自然園敷地図」
写真（開園式でのケヤキの記念植樹）
写真（春　三ツ堀里山自然園入口で咲く桜）
写真（夏　福田、二ツ塚学童保育所の子ども達が作ったカカシ）
写真（秋　のろし掛された稲穂）
写真（冬　ススキの池と冬枯れのヨシ原）
写真（雑木林に咲くヤマユリ）
写真（コガモ）
写真（アカシジミ）
写真（可愛いしぐさのノウサギ）
写真（コバネイナゴを食べるオオカマキリ）
写真（ニホンアカガエルと産卵塊）
写真（江川市民農園冬水田んぼ）
写真（江川市民農園田植）
写真（江川市民農園自然観察会）

番号
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66

所蔵者・提供者

データ提供：国土地理院

当館蔵（資料番号7978、7983）
柳澤勉

データ提供：農業環境技術研究所
データ提供：農業環境技術研究所

野田市立興風図書館
当館蔵（資料番号8754）

撮影：恵良好敏
野田市立興風図書館

野田市立岩名中学校

岩渕望

岩渕望

（株）野田自然共生ファーム
（株）野田自然共生ファーム
（株）野田自然共生ファーム

備考（年代）

昭和49～平成25年

平成24年～25年

明治39年
昭和16年
平成24年
平成元～4年
明治28年

昭和61年
昭和初期
平成25年
昭和50年
昭和50年
昭和54年
昭和53年

昭和62～63年

平成17年

コーナー
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園
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会
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盟
団
体

江川地区
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資料名
写真（江川市民農園収穫祭）
パネル「アレチウリ駆除作業」
江川地区ビオトープマップ
写真（はきだし沼）
はきだし沼保全活動の報告書
写真（はきだし沼保全活動のスタート）
写真（はきだし沼周辺の草刈）
ホルマリン漬けされたブルーギル
写真（ブルーギルの駆除作業）
パネル「ブルーギル駆除作業の記録」
パネル「はきだし沼で記録されたトンボ類」
写真（オオモノサシトンボ）
写真（オオセスジイトトンボ）
写真（ナツアカネ）
写真（アオヤンマ）
写真（チョウトンボ）
写真（マイコアカネ）
パネル「トンボ類の年間記録と主な環境保全活動」
写真が展示されているトンボの標本　昆虫標本1箱
コバンムシ　昆虫標本1箱
写真（カヤ）
カヤの板
カヤの葉
カヤの加工品（碁盤）
写真（イヌマキ）
イヌマキの板
イヌマキの葉
イヌマキの加工品（一輪挿し）
写真（イチョウ）
イチョウの板
イチョウの葉
イチョウの加工品（まな板）
写真（ケヤキ）
ケヤキの板
ケヤキの葉
ケヤキの加工品（菓子器）
写真（クスノキ）
クスノキの板
クスノキの葉
クスノキの加工品（彫刻）
写真（アカガシ）
アカガシの板
アカガシの葉
アカガシの加工品（木刀）
パネル「野田市内自然景観ホットポイント16」
写真（エナガ）
写真（メジロ）
写真（ヒヨドリ）
写真（ハクセキレイ）
写真（オナガ）
エナガの巣
メジロの巣
ヒヨドリの巣
ハクセキレイの巣
オナガの巣
写真（春の野鳥　キビタキ、ムナグロ、ヒバリ）　3点
写真（夏の野鳥　カッコウ、セッカ、アマサギ）　3点
写真（秋の野鳥　サシバ、ツツドリ、カケス）　3点
写真（冬の野鳥　ツグミ、タゲリ、コガモ）　3点

番号
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125

所蔵者・提供者
（株）野田自然共生ファーム
データ提供：利根運河協議会

備考（年代）

平成10年
平成14年
平成24年
平成22年

採集地：清水公園
採集地：市内
採集地：関宿三軒家
採集地：尾崎
採集地：今上

コーナー

自
然
景
観
ホ
ッ
ト
ポ
イ
ン
ト
１
６

樹
木
と
加
工
品

は
き
だ
し
沼

江川地区
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３．関連事業
○子ども樹木博士
実施日：7月 28 日（日）9時～ 12時
場　所：市民会館庭園、松竹梅の間
参加費：200 円
参加者：24人
内　容：企画展に合わせて、樹木に親しんでもらうため、
市民会館庭園の樹木を、野田の樹木を見て歩こう会の解説
を受けながら観察した後、採集された葉などから樹木の名
称を当て、表彰式を行った。 子ども樹木博士

資料名
スライドショー「それぞれの場所で見られる鳥たち」65点
パネル「野田の巨木番付」
パネル「野田の巨木マップ」
写真（イチョウ　清水八幡神社）　2点
写真（ムクノキ　木野崎遍照院）　2点
写真（カヤ　谷津島村宅）　2点
写真（イチョウ　茂木佐公園）　2点
写真（ケヤキ　関宿台町香取神社）　2点
写真（オオクチバス）
写真（ブルーギル）
写真（カダヤシ）
写真（ウシガエル）
写真（アレチウリ）
写真（キシュウスズメノヒエ）
捕虫網
野鳥観察望遠鏡（20～30倍）
双眼鏡（8～10倍）
フィールド図鑑　2点
野鳥チェックリスト
観察するための用具　5点
望遠接写レンズ付きカメラ
フィールドノート
昆虫チェックリスト
パネル「野田自然保護連合会のあゆみ」
写真（清水公園での野田自然保護連合会発会式）
写真（赤とんぼの街づくり運動でのトンボ写真展示）
写真（ジャスコでの写真展「残したい野田の自然」）
写真（日光市光徳牧場への秋季研修旅行）
写真（はきだし沼での自然観察会）
写真（本企画展に向けた打ち合わせ）
パネル「10周年記念「野田の自然」マップ」
パネル「野田市湧水マップ」
パネル「会報1号」
パネル「会報4号」
パネル「会報8号」
タブレット端末「鳥の声、虫の声」
写真（春の野鳥、昆虫、植物）　15点
写真（夏の野鳥、昆虫、植物）　15点
写真（秋の野鳥、昆虫、植物）　16点
写真（冬の野鳥、昆虫、植物）　15点
掲示版「5年後・10年後の野田の自然」
水槽
花のピラミッド
※所蔵者・提供者に記載のない資料は全て野田自然保護連合会所蔵・提供

番号
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168

所蔵者・提供者 備考（年代）

平成3年
平成11年
平成14年
平成20年
平成22年
平成25年
平成13年
平成3年
平成11年
平成14年
平成23年

コーナー
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販売数：昆虫 240 個、野草 110 個（会期中合計）
内　容：野田自然保護連合会から提供された写真を使った「野田の昆虫」（全 7種）と「野田の野草」（全 7
種）のカンバッジを作成し、解説シートとともにカプセルに入れ、展示室内のガチャポンマシーンで販
売した。

４．振り返り
展示内容　野田自然保護連合会は、7つの団体の連絡協議会であり、それぞれの会が独立した存在であ
る。そのため、展示の構想段階においては、各会それぞれが各会の活動を紹介するブース展のような構
想も可能であった。しかしながら、話し合いの結果、各団体の活動成果をまとめて野田の自然を紹介し
たいという声が上がったため、それに沿うように展示内容を検討していった。当初より展示物としては
写真や昆虫標本などが中心となることが想定されており、据え付けの大型ケース内に何を展示するかと
いうことが最も苦慮した点であった。大型ケースは入口近くにあり人目を引くため、ここにそれぞれの

○野草観察会
実施日：8月 3日（土）9時～ 13時
場　所：関宿にこにこ水辺公園等
参加費：200 円
参加者：13人
内　容：企画展に合わせて、なかよし自然隊と野の草の案
内で展示を見学した後、バスで関宿へ移動し、関宿にこに
こ水辺公園や中の島公園の野草を観察した。
 
○樹木観察会
実施日：8月 25 日（日）9時 30 分～ 12時
場　所：清水公園
参加費：200 円
参加者：9人
内　容：企画展に合わせて、野田の樹木を見て歩こう会の
案内で清水公園内の樹木を観察した。

○昆虫観察会
実施日：10月 13 日（日）9時～ 12時
　※10月 5日（土）開催予定であったが雨のため順延
場　所：三ツ堀里山自然園
参加費：200 円
参加者：12人
内　容：企画展に合わせて、グループうえっとの案内で三
ツ堀里山自然園の昆虫の観察を行った。

○昆虫・野草カンバッジの開発・販売
事業区分：自主事業
実施日：昆虫・7月 20 日（土）～ 10月 21 日（月）
　　　　野草・7月 31 日（水）～ 10月 21 日（月）
価　格：100 円

野草観察会

樹木観察会

昆虫・野草カンバッジ
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見てもらえる貴重な機会となった。ただ、通常の会の活動と似ているがゆえに、学芸員と会の双方に慣
れから来る準備不足が見られた点もあり、関連事業としての明確な位置づけの重要性を認識することが
できた。また、野田自然保護連合会が撮影した写真を使った昆虫と野草のカンバッジを作成し、展示期
間中に展示室のガチャポンマシーンで販売した。展示の関連グッズとしては初めての試みであったが、
会期中に合わせて 350 個の売り上げがあり、今後のグッズ開発に向けて一定の手ごたえを感じること
ができた。

来館者の反応　来館者の印象に残った展示として、大型ケースに展示した「野田の四季」が多く挙げられ
た。会期中に来館した市内小学校の団体見学の際にも、このケースを使って野田自然保護連合会の会員
が子どもたちに解説を行っており、教員からもわかりやすいと好評であった。野田の自然の移り変わり
や、知らなかった面を知ることができたという意見が多く見られた。また、自然を愛する市民の活動が
良くわかったという意見も見られ、市民が主体となる文化活動報告展としての目的は果たせたと感じら
れる。その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（41～ 45 ページ）を参照。

会の活動成果を集めて野田の自然を象徴するような展示を
構成したいという考えがあった。最終的にケースを 4つに
区切り、背景に同じ場所で春夏秋冬に撮影した里山の風景
写真を貼り、そこに季節ごとに見られる鳥類、昆虫、植物
の写真を配置していった。生きものの写真もただ背景に貼
るだけでなく、テグスで吊ったり、ヨシの茎に取り付ける
などしてそれぞれの植生に合わせた高さに設置した。各会
の自然環境に関する知識や経験が特に発揮されたものであ
り、本展示を象徴する展示物となった。

関連事業　各会がそれぞれ案内役を務める形式で、子ども
樹木博士、野草観察会、樹木観察会、昆虫観察会を実施し
た。展示室で紹介した野田の自然を実際に現地で見てもら
いたいという意図から企画されたもので、各会が日頃から
行っている自然観察会などの活動に近いものであった。真
夏という時期もあり、参加者数はそれほど多くなかった
が、展示だけでは表現できなかった“生きた”野田の自然を
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１．目的
　特別展は学芸員の調査研究にもとづいて野田に関する学術的な展示を行う。また、展示に関連した講
演会等を行い、地域を深く知る機会とする。
　本展示は、絵馬の成り立ちや野田における人々と馬の歴史を紹介するとともに、市内寺社に奉納され
た絵馬約 50枚を、風習・習慣に関する「ならわし」、職業・産業に関する「なりわい」、災害・戦争等に
関する「わざわい」、地域で協力して行われた参詣の旅に関する「たすけあい」の 4つの観点から展示し、
絵馬から分かる野田の歴史や、文化財としての絵馬の価値を見直す機会とした。

２．展示内容 
（１）　絵馬のなりたち
　最古の絵馬や文献の写真パネル、板立馬、木製の神馬等を展示し、絵馬の語源や歴史について紹介し
た。
（２）　馬とともに生きた野田の人々
　馬の健康を祈願したとされる絵馬を写真や実物で展示し、陸上輸送の要所として発展した野田と馬の
関わりや歴史、行事を紹介した。
（３）　ならわし
　安産祈願や学業成就などを祈願した絵馬を展示し、人々が人生を送る上での祈願や神仏の存在につい
て紹介した。
（４）　なりわい
　生業繁栄や商売繁盛などを祈願した絵馬を展示し、人々が労働や経済活動を行う上での祈願や神仏の
存在について紹介した。
（５）　わざわい
　疫病や水害などの災害や戦争に関する絵馬を展示し、人々がわざわい除けや沈静化のための手段とし
て絵馬を奉納し、神仏の加護を求めた歴史を紹介した。また、野田市指定文化財である堤台延命地蔵尊
の「間引き絵馬」の展示も行った。
（６）　たすけあい
　各地域の講によって奉納された本山・本宮参詣に関する絵馬を展示し、信仰を軸とした地域コミュニ
ティの歴史や旅の形態、その目的地について紹介した。

展示事業
特別展

野田の絵馬～ならわし、なりわい、わざわい、たすけあい～
会　期：11月 2日（土）～ 1月 31日（金）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：8,176 人

事業区分：委託事業
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資料名
パネル「神馬と書かれた絵馬」
パネル「本朝文粋」
板立馬
木製神馬
パネル「七福神図」
心得之覚
写真（野田市内を行く荷馬車）
写真（馬頭観音塔）
パネル「裸馬図 /馬二頭」
パネル「観音講図」
馬寄神事図
パネル「引き馬図」
子安講図
夫婦拝み図
男拝み図／二人
男拝み図／重餅
錠前図
勉学図
菅公図
向い目
禁酒誓い図／盃に鍵
酒造家店先図
大工仕事図
大工修行之図
男衆拝み図／三十三人
客船模型貼付け額
機関車図
間引き絵馬
パネル「赤外線写真で見る堤台延命地蔵尊間引き絵馬解説」
パネル「間引き絵馬を奉納した小林義文」
パネル「野田近隣の間引き絵馬」
間引の図
子孫繁昌手引草
パネル「グラフ：千葉県内の赤痢患者数と死者数」
パネル「赤痢の被害を伝える新聞記事（部分）」2点
浸水ニ付見舞受納簿
講中拝み図
八幡神鬼退治図
天岩戸扉開きの図
棟札
烏天狗面
天狗／赤面
日清戦争之図
海城戦闘図
軍人拝み図
日清戦争戦利品額
書額「地蔵尊」
男拝み図
東郷大将新橋着之図
書額「心願成就」
明治天皇
延命地蔵図
和讃額「延命地蔵尊御詠歌」
パネル「堤台延命地蔵尊に奉納された絵馬の内訳（総数393枚）」
パネル「絵馬奉納の流行」
パネル「延命地蔵の閉鎖を報じる新聞記事（部分）」
パネル「講のしくみ」
借金金子引当証
伊勢太々御神楽奉納額

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

地区名（大字・小字）

木間ヶ瀬飯塚

中野台
上花輪
木野崎本郷
木間ヶ瀬砂南　
木野崎本郷
関宿台町下納谷　
関宿台町下納谷　
小山　
小山　

古布内山　
木間ヶ瀬松ノ木　
関宿台町　
関宿台町　
瀬戸上灰毛　
上花輪　
木間ヶ瀬松ノ木　
上花輪　

三ツ堀下灰毛　
堤台

流山市　

西高野・櫻井家文書
木間ヶ瀬飯塚　
古布内山　
木間ヶ瀬松ノ木　

野田上町　
野田上町　
関宿江戸町　

古布内山　

堤台
堤台
堤台
堤台
堤台
堤台
堤台

鶴奉

所蔵者
大阪府文化財センター保管
国立国会図書館
髙梨東道
当館蔵（資料番号8169）
白山神社
知久家
塚原敏春
報恩寺
観音堂
遍照院
宝蔵院
遍照院
子育観音堂
子育観音堂
稲荷神社
稲荷神社
当館蔵（資料番号8155）
八幡神社
天満宮
薬師堂
昌福寺
稲荷神社
長命寺太子堂
天満宮
長命寺太子堂
当館蔵（資料番号6634）
稲荷神社
延命地蔵尊

光明院
当館蔵（資料番号8812）

朝日新聞
当館蔵（資料番号8424）
白山神社
八幡神社
天満宮
飯塚農村協同館
愛宕神社
愛宕神社
香取神社
当館蔵（資料番号8158）
八幡神社
当館蔵（資料番号4545）
延命地蔵尊
延命地蔵尊
延命地蔵尊
延命地蔵尊
延命地蔵尊
延命地蔵尊
延命地蔵尊

読売新聞

当館蔵（資料番号5935）
稲荷神社

備考（年代）

寛永6年

宝永7年

明治27年
享和元年
明治41年

明治12年
明治期
江戸時代（推定）
明治期
慶応2年
明治期（推定）
明治期
明治31年
江戸時代
明和4年
文化5年
明治32年
明治18年
昭和3年
明治期（推定）
文久3年

明治30年
明治29年
明治30年
明治30年
明治30年

江戸時代（推定）
江戸時代（推定）
明治32年
明治28年
明治39年
明治32年
明治38年
明治45年

明治45年

明治45年

文政10年
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（土）14時～14時 30 分、1月 26 日（日）14時～14時 30 分

３．関連事業
○オープニング・レセプション
実施日： 11 月 2日（土）10時～ 11時
場　所：郷土博物館展示室 1階
参加者：46人

○世界にひとつだけの“どうぶつ絵馬”をつくろう！
実施日：11月 16 日（土）、12月 7日（土）
　　　　13時 30 分～ 15時 30 分
講　師：本橋尚徳氏（グラフィックデザイナー・淡彩スケ
ッチを楽しむ会主宰）
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：第 1回 13 人、第 2回 11 人
参加費：200 円
内　容：小学生を対象として、絵馬に込められた願いを紹
介し、自分が祈りを込めたい、もしくは憧れる動物の絵を
描いたオリジナル絵馬の制作を行った。

○学芸員によるギャラリートーク
実施日：11月 23 日（土）11時～11時 30 分、12月 21 日

オープニング・レセプション

学芸員によるギャラリートーク

資料名
伊勢二見浦景図
富士山全景図
大山代々御神楽額
武蔵御嶽神社太々神楽図
男衆拝み図／筑波山
出羽三山参詣額
船橋太々御神楽図
日光参拝図
船図
江之島遠景図
信州善光寺参詣記念図
パネル「参詣地別・関連絵馬枚数」
肝だめし図
裸参り図
稲荷神社全景図
関宿棒出し図
桃太郎鬼退治図
金太郎と山姥図
勧進帳図
天岩戸扉開きの図
南極探検隊
パネル「書画集覧（部分）」
御詠歌／西国三十三所
パネル「伊勢太々御神楽」
パネル「書画　「朝埜楽」」
写真（御嶽山参拝記念碑）
パネル「野田市内絵馬・奉納額調査地点」

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86

地区名（大字・小字）
中根　
大殿井　
瀬戸　
吉春・谷津　
柳沢　
瀬戸　
中根　
堤台　
船形　
目吹中　
岩名　

小山　
関宿江戸町大船渡　
木間ヶ瀬松ノ木　

桜台　
古布内山　

瀬戸　
山崎

中根　

所蔵者
鹿嶋神社
香取神社
八坂神社
香取神社
稲荷神社
八坂神社
鹿嶋神社
八幡神社
香取神社
熊野神社
真光寺

当館蔵（資料番号2348）
当館蔵（資料番号2347）
稲荷神社
稲荷神社
天満宮
当館蔵（資料番号8686）
当館蔵（資料番号8682）
櫻木神社
八幡神社
望月秀嗣
八坂神社
香取神社
大野功
鹿嶋神社

備考（年代）
安政5年
明治期
明治34年
明治24年
明治45年
明治22年
明治15年
明治35年
明治39年
明治39年
昭和30年

安政5年
明治6年
明治11年
昭和8年
嘉永元年

明治期
明治45年

嘉永5年
明治17年

明治23年
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絵
馬
に
見
る

野
田
の
人
々
の
旅

絵
馬
に

描
か
れ
た

野
田
の
風
景

絵
馬
に
描
か

れ
た
物
語
・

神
話
の
世
界

絵
馬
と

郷
土
の
偉
人

35



る等、文化財としての絵馬の価値が地域の人々の間で再認識されたことは、本展示の大きな成果の１つ
と言えるであろう。

来館者の反応　絵馬という比較的地味なテーマにも関わらず、予想を上回る来館者が訪問し、展示内容
についても高い評価をいただいた。印象に残った展示物としては、野田市の指定文化財である「間引き
絵馬」を挙げる人がやや多かった一方、それぞれ興味のある分野の絵馬を挙げる意見も少なからず見ら
れた。内容については、「絵馬の見方が分かった」「勉強になった」といった声が多く聞かれた。また、
絵馬の多くが通常は非公開で、梁などの高い位置にあることから、「普段見られないものが見られてよ
かった」「間近で見ると、細かい部分まで描き込まれていることが分かった」「絵馬に対する印象が変わっ
た」といった声も聞かれた。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（41～ 45 ページ）を参照。

場　所：博物館展示室 1階
参加者：第 1回 11 人、第 2回 14 人、第 3回 15 人
内　容：担当学芸員の案内で展示室を見学した。

○特別展関連講演「江戸川・利根川流域の絵馬にみる伊勢
信仰」
実施日： 1 月 18 日（土）13時 30 分～ 15時 30 分
講　師：大久根茂氏（埼玉県立自然の博物館　専門員兼学
芸員）
場　所：市民会館　松竹梅の間 
参加者：25人
内　容：特別展に関連して、江戸川、利根川流域の絵馬を
紹介し、そこに描かれた風景や人々の様子から判る近世の
お伊勢参りの様子についてお話いただいた。

４．図録の発刊
展示解説図録を発刊、頒布した（70ページも参照）。

５．振り返り
展示内容　本展示は野田地方史懇話会絵馬部会から市内絵
馬の調査成果をご提供いただき、それらを学芸員が４つの
テーマで再構成する形で実施した。本展示では展示室のキ
ャパシティを限界まで活用し、野田市指定文化財や大型絵
馬も含めた約 50枚の絵馬を展示することができた。
　また、寺社関係者の協力もあり、市内ほぼ全域から絵馬
を借用し、展示することができた。展示をきっかけに社殿
の清掃や絵馬の整理を行ったという声も関係者から聞かれ

関連講演
「江戸川・利根川流域の絵馬にみる伊勢信仰」
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１．目的
　本企画展では、市民コレクション展として、野田市美術刀剣会の会員が所有する日本刀と刀装具を展
示し、伝統技術の結晶である日本刀とその魅力を次世代に伝えることを目的とした。また、後世へ継承
すべき「預かり物」として日本刀を大切に受け継いできた愛刀家たちの想いも展示で表現し、来館者に日
本文化としての日本刀・刀装具への理解を深めてもらう機会とした。

２．展示内容
　昭和 41年に発足された野田市美術刀剣会（以下、刀剣会とする）は、当館や千葉県立関宿城博物館で
これまでに 10 回を超える「日本刀展」を開催してきた。今回は、関宿にゆかりのある刀工・岩井鬼晋麿
の刀や金工・橋本正齊の鐔など、20名の会員が所有する日本刀と刀装具の展示を行った。

（１）　日本刀（古刀から現代刀まで）
　刀身を古刀・新刀・新々刀・現代刀の制作年代順に展示し、日本刀の歴史を紹介した。
（２）　刀装の美
　刀装の各部をパネルで説明し、意匠のこらされた刀装具・拵を展示した。
（３）　野田市美術刀剣会の活動と会員のキャリア紹介
　刀剣会の歩みを年表や写真で紹介した。また、会員に日本刀に関するキャリアについてのアンケート
をとり、その結果をパネルで展示した。

展示事業
企画展・市民コレクション展

日本刀～後世に伝えたい美と心～
会　期：2月 20日（木）～ 3月 24日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：5,723 人
共　催：野田市美術刀剣会

事業区分：委託事業

資料名
刀
刀

太刀

太刀

太刀

脇差

番号
1
2

3

4

5

6

（銘）
無銘（行光）
無銘（伝志津）
備州長船成家  　　　
永徳元年十月日
備前国吉井盛則  　　
応永十五年八月十五日
備州長船修理亮盛光 　
応永廿八年二月日
備州長船勝光【四代】  
文明十四年八月日

所蔵者
個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

備考（年代）
鎌倉時代（嘉元頃）
南北朝時代（建武頃）

南北朝時代（永徳）

室町時代（応永）

室町時代（応永）

室町時代（文明）

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者は敬称略

武
士
の
世
と
日
本
刀
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資料名

脇差

短刀

刀
脇差

脇差

脇差
刀
刀
脇差
脇差
短刀

刀

脇差
刀

短刀

刀
脇差
短刀
短刀
パネル「～知って得する～刀にまつわる言葉　身から出た錆」
パネル「日本刀の種類・主な刃文」
パネル「刀身各部の名称」
パネル「刀工分布図」
パネル「刀剣年表（展示資料を中心に）」
脇差
脇差
刀

刀

脇差
脇差
刀
脇差
刀
脇差
脇差
刀

刀

脇差

刀

脇差
刀

脇差

脇差

刀

刀

パネル「～知って得する～刀にまつわる言葉　相槌を打つ」
映像「世界に誇る日本のクリエイティブ「日本刀」」
刀

番号

7

8

9
10

11

12
13
14
15
16
17

18

19
20

21

22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

34

35
36
37
38
39
40
41
42

43

44

45

46
47

48

49

50

51

52
53
54

（銘）
備州長船勝光【五代】 　　　　　　　　　　　　　 
延徳二年八月日
備州長船勝光【五代】
明応三年八月日
濃州関住藤原介右衛門尉兼法作
廣次
備□（州か）（以下切）
文（以下切）
備州三原住正次
兼吉
家次
平長盛
和泉守兼
兼元
備前国住長船祐光作  　　　　　　　　　　　　　
天文二年八月日
相州住康国
波平安玉
備前国住長船清光　　　　　　　　　　　　　　　
永禄十年八月日
勝家
関住兼定
平安城安廣
越前国住兼植

伊予掾源正次
越中守正俊【初代】
肥前国住藤原忠廣【初代】
肥前国住人
土佐守藤原忠吉作
肥前国住藤原忠廣【二代】
近江大掾藤原忠廣
和泉守藤原国貞
和泉守藤原国貞
平安城藤原国次
平安城藤原国次
下総大掾藤原兼正
以南蛮鉄近江守藤原継広
伊賀守源包道
以地鉄落作之
越前守助廣【二代】
肥前国河内守藤原正廣  　　　　　　　　　　　　
延宝三年八月日
秦光代【初代】
肥前国住人伊豫掾源宗次【二代】
備州長船住横山五郎源義光  　　　　　　　　　　
元禄八年二月吉日　於作州津山作也
粟田口近江守忠縄
菊花紋　伊勢守藤原清方  　　　　　　　　　　　
寛延二己巳月吉日薩州住
横山伊勢守祐平  　　　　　　　　　　　　　　　
備陽長船住人

一貫斉義弘（花押）

備考（年代）

室町時代（延徳）

室町時代（明応）

室町時代（明応頃）
室町時代（明応頃）

室町時代（文亀頃）

室町時代（文亀頃）
室町時代（永正）
室町時代（永正頃）
室町時代（永正頃）
室町時代（永正頃）
室町時代（永正頃）

室町時代（天文）

室町時代（天文頃）
室町時代（永禄頃）

室町時代（永禄頃）

室町時代（元亀頃）
安土桃山時代（天正頃）
安土桃山時代（天正頃）
安土桃山末期（文禄頃）

江戸時代（元和頃）
江戸時代（元和頃）
江戸時代（寛永頃）

江戸時代（寛永頃）

江戸時代（慶安頃）
江戸時代（慶安頃）
江戸時代（寛永頃）
江戸時代（寛永頃）
江戸時代（寛永頃）
江戸時代（寛永頃）
江戸時代（寛文頃）
江戸時代（寛文頃）

江戸時代（寛文頃）

江戸時代（延宝頃）

江戸時代（延宝）

江戸時代（延宝頃）
江戸時代（天和頃）

江戸時代（元禄頃）

江戸時代（元禄頃）

江戸時代（明和頃）

江戸時代（享和頃）

江戸時代（文政頃）

コーナー

武
士
の
世
と
日
本
刀

泰
平
の
世
に
お
け
る
刀

所蔵者

個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

制作：文部科学省
個人蔵 幕末の動乱と日本刀
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資料名

脇差

短刀

刀

刀

刀

刀

脇差

刀
パネル「～知って得する～刀にまつわる言葉　折り紙つき」
折紙
パネル「野田市美術刀剣会　活動年表」
パネル「刀剣にもっと親しもう！」
パネル「主な刀装具（打刀拵の場合）」
鞘　2点
柄　3点
鎺　1点
鐔　1点
小柄　1点
縁・頭　各1点
目貫　1組
切羽　1組
笄　1点
鐺　5点
鉄磨地丸型蔓花糸透図大小鐔
鉄磨地丸型土手耳四方葵小透図鐔
鉄磨地丸型波涛図鐔
鉄磨地丸型蔓花図鐔
潜龍図大小鐔
這龍図二所
五匹這龍図大小鐔
唐子布袋図目貫　
雪松図小柄　
筍図小柄　
仕丁図目貫
鬼女図小柄　
長州正幸作鉄地菊花透図大小鐔
葡萄に栗鼠図縁頭　
五疋馬図縁頭　
銅磨地雲龍図土屋安親一作拵
朱塗笛巻塗脇差拵
珊瑚螺鈿虫喰模様鞘大小拵
青貝笛巻塗鞘打刀拵
木地塗鞘半太刀拵
朱塗海老鞘腰刀拵
黒塗鞘出鮫合口拵
パネル「～知って得する～刀にまつわる言葉　反りがあわない」

刀

短刀

太刀

番号

55

56

57

58

59

60

61

62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100

101

102

103

（銘）
泰竜斉宗寛　彫同作   　　　　　　　　　　　　　
安政四年六月日
藤原久幸   　　　　　　　　　　　　　　　　　　
喜道軒戸ヶ崎試之　安政三辰八月
文久四年子年正月癸卯元日　　　　　　　　　　　
諸天之以神社造之　藤原是一
葵紋康継【十二代】   　　　　　　　　　　　　　　
文久三年八月日
岩井鬼晋麿源正俊  　　　　　　　　　　　　　　
文久二年八月日
寿  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
文久三年八月日
寿  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
元治元年八月日
羽州庄内住池田一定【三代】

江都住　橋本正齊（花押）
江都住　橋本正齊（花押）
江都住　橋本正齊（花押）
無洲住　正齊（花押）

無銘（加賀後藤）
勝見（花押）
東民斉石黒政常

直安（花押）

大阪住月山貞勝謹作（花押）
皇紀二六〇〇記念
起正作  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
昭和二十八年二月日
隠岐国住人沖光作之  　　　　　　　　　　　　　
昭和二二十八年九月日

備考（年代）

江戸時代（安政）

江戸時代（安政）

江戸時代（文久）

江戸時代（文久）

江戸時代（文久）

江戸時代 (文久）

江戸時代（元治）

江戸時代（慶應頃）

昭和9年

昭和15年

昭和28年

昭和48年

コーナー

幕
末
の
動
乱
と
日
本
刀

刀
装
（
拵
）
と
刀
装
具

所蔵者

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵

個人蔵

日
本
刀
文
化
の

継
承

野田市美術
刀剣会の歩み
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むけては、刀一点一点に詳細な解説をつけた。そのため、刀に馴染みのない方、愛好家の双方から、解
説がわかりやすいとの声が聞かれた。また、古代から現代まで、幅広い時代の刀を展示したことも来館
者から好評であった。これらは刀剣会の多大な協力により実現できたことである。日本刀を数多く出展
したことは来館者から好評を博したが、市民コレクション展の趣旨に鑑みると、展示のなかでコレクター
たちのキャリア紹介にもう少し重点を置くべきであったと考えている。今後の課題としたい。

関連事業　さまざまな角度から日本刀に親しんでもらうことを目的として、刀剣相談会、詩吟のコンサー
ト、抜刀演武会を企画した。抜刀演武会では、日本刀を用いた巻き藁斬りの実演を行い、「日本刀は本
当に斬れるのか」という、展示来館者から多く出た質問に答える機会になったと考えている。演武会終
了後には、講師が希望する参加者全員に日本刀を持たせてくださったので、展示室で見るだけでは体験
できない、日本刀の重みを感じることが出来たと参加者の好評を得た。また、会場面では春風館道場に
協力していただき、伝統ある道場での演武に身が引き締まった、雰囲気が良かったとの感想もあった。

来館者の反応　よく手入れがされていることに感心した、所有者の思いが感じられたなど、愛刀家たち
に対して敬意を払う感想が多く、本企画の趣旨が来館者に伝わったのではないかと思う。光の加減で刃
紋の見えにくい場所があるので調整してほしいという声が聞かれたことは反省点である。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（41～ 45 ページ）を参照。

３．関連事業
○刀剣！なんでも相談会
実施日：2月 23 日（日）、3月 10 日（月）13時～ 15時
場　所：市民会館　雪月桃の間
参加者：第 1回 4人、第 2回 4人　
内　容：野田市美術刀剣会が刀剣の保存や手続きに関して、
アドバイスを行った。

○ミュージアム・コンサート「詩吟で味わう日本の美と心」
実施日：3月 1日（土）14時～ 15時
内　容：企画展に合わせて、野田吟詠同好会が日本刀や初
春の情景を吟じた（詳細は 64ページ参照）。

○抜刀演武会
実施日：3月 9日（日）13時～ 15時
場　所：野田市春風館道場　　
参加者：51人
参加費：100 円
内　容：企画展と関連し、NPO法人日本抜刀道連盟・忠
勇会代表の松浦健城氏に、抜刀道についての説明を交えな
がら、居合や抜刀を実演していただいた。

４．振り返り
展示内容　日本刀に馴染みがない来館者にも楽しんでもら
えるよう、日本刀の歴史・種別や刀装具など、基礎的知識
についてパネルで説明した。また、日本刀の愛好家の方に

刀剣！なんでも相談会
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展覧会アンケート集計*
○総集計枚数

展覧会名 回収期間（＝会期） 回収枚数
平成25年度企画展
「野田に生きた人々　その生活と文化　2013」

4月6日
～7月8日

60枚
（入館者数の0.8%）

平成25年度市民の文化活動報告展
「知ろう！見つけよう！野田の自然　いま・むかし」

7月20日
～10月21日

71枚
（入館者数の0.9%）

平成25年度特別展
「野田の絵馬～ならわし、なりわい、わざわい、たすけあい～」

11月2日
～1月31日

74枚
（入館者数の0.9％）

平成25年度市民コレクション展
「日本刀～後世に伝えたい美と心～」

2月20日
～3月24日

94枚
（入館者数の1.6%）

1. 性　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3. 住まい

2. 年　代　　　　　　　　　　　　　　　　　　4. 現在の仕事、立場(複数回答有)

1. 性別…複数回答は無効
2. 年代…複数回答、年齢不明は無効

生活文化 自然 絵馬 刀剣
30

（50%）
25

（42%）
5

（8%）

44
（62%）
26

（37%）
1

（1%）

43
（58%）
25

（34%）
6

（8%）

81
（86%）
9

（10%）
4

（4%）

男

女

無効・
未回答

生活文化 自然 絵馬 刀剣
26

（43%）
32

（53%）
2

（3%）

31
（44%）
37

（52%）
3

（4%）

34
（46%）
39

（53%）
1

（1%）

39
（41%）
55

（59%）
0

（0%）

市内

市外

未回答

生活文化 自然 絵馬 刀剣
4

（7%）
14

（23%）
4

（7%）
2

（3%）
6

（10%）
6

（10%）
15

（25%）
5

（8%）
2

（3%）
2

（3%）

1
（1%）
15

（21%）
10

（14%）
5

（7%）
7

（10%）
6

（8%）
17

（24%）
7

（10%）
2

（3%）
1

（1%）

3
（4%）
2

（3%）
4

（5%）
9

（12%）
4

（5%）
12

（16%）
21

（28%）
13

（18%）
3

（4%）
3

（4%）

1
（1%）
12

（13%）
4

（4%）
4

（4%）
8

（9%）
11

（12%）
36

（38%）
13

（14%）
4

（4%）
1

（1%）

生活文化 自然 絵馬 刀剣
9

（15%）
2

（3%）
5

（8%）
6

（10%）
0

（0%）
1

（2%）
7

（11%）
3

（5%）
1

（2%）
7

（11%）
15

（25%）
0

（0%）
3

（5%）
2

（3%）

9
（12%）
4

（5%）
0

（0%）
10

（14%）
2

（3%）
3

（4%）
12

（16%）
5

（7%）
3

（4%）
9

（12%）
11

（15%）
0

（0%）
2

（3%）
3

（4%）

3
（4%）
1

（1%）
1

（1%）
2

（3%）
1

（1%）
5

（6%）
15

（19%）
3

（4%）
1

（1%）
14

（18%）
21

（26%）
2

（3%）
1

（1%）
10

（13%）

2
（2%）
0

（0%）
10

（10%）
2

（2%）
0

（0%）
8

（8%）
14

（15%）
5

（5%）
7

（7%）
3

（3%）
36

（38%）
0

（0%）
3

（3%）
6

（6%）

10代未満
（%）
10代
（4%）
20代
（%）
30代
（%）
40代
（1%）
50代
（%）
60代
（%）
70代
（%）
80歳以上
（%）
無効・未回答
（%）

小学生
（%）
中学生
（%）
高校生
（%）
大学生
（%）

就学者その他
（%）

会社・団体役員
（%）

常勤社員・職員
（%）

アルバイト・パート
（%）

個人事業主
（%）

専業主婦・夫
（%）

定年退職者
（%）
失業中
（%）

就業者その他
（%）

無効・未回答
（%）

* 割合は、端数処理のため合計が100％とならない場合がある。
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４．現在の仕事、立場…平成21年度より、職業に関する設問を改訂。「現在の仕事・立場（４）」を13の選択項目とし、さらに何らかの就業をしている
　方に「職業分野（4－1）」を16の選択項目から、定年退職をした方に「現在主に何をしているか（4－2）」を6の選択項目からそれぞれ選んでもらうこ
　ととした。

4-1.　職業分野
生活文化 自然 絵馬 刀剣
0

（0%）
1

（6%）
3

（19%）
2

（13%）
0

（0%）
1

（6%）
0

（0%）
3

（19%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（6%）
0

（0%）
2

（13%）
0

（0%）
1

（6%）
2

（13%）

0
（0%）
4

（15%）
3

（11%）
0

（0%）
1

（4%）
4

（15%）
0

（0%）
6

（22%）
0

（0%）
0

（0%）
2

（7%）
1

（4%）
2

（7%）
1

（4%）
0

（0%）
0

（0%）
3

（11%）

0
（0%）
3

（12%）
2

（8%）
1

（4%）
2

（8%）
4

（15%）
0

（0%）
2

（8%）
3

（12%）
0

（0%）
1

（4%）
0

（0%）
1

（4%）
1

（4%）
0

（0%）
0

（0%）
6

（23%）

2
（4%）
5

（11%）
6

（13%）
1

（2%）
5

（11%）
3

（6%）
0

（0%）
2

（4%）
2

（4%）
2

（4%）
1

（2%）
4

（9%）
1

（2%）
6

（13%）
1

（2%）
2

（4%）
4

（9%）

法務
（%）

公安・保安
（%）
サービス
（%）
金融
（%）

営業・販売
（%）
事務
（%）
マスコミ
（%）
教育
（%）
社会福祉
（%）

医療・看護
（%）

自然研究・技術
（%）

機械・科学研究
・技術（%）
コンピュータ
（3%）
建築・土木
（%）
運輸
（%）
芸能・芸術
デザイン（%）
無効・未回答
（%）

4-2．定年退職者の活動（複数回答有）
生活文化 自然 絵馬 刀剣
4

（21%）
1

（5%）
5

（26%）
2

（11%）
1

（5%）
5

（26%）
1

（5%）

2
（14%）
2

（14%）
5

（36%）
4

（29%）
0

（0%）
0

（0%）
1

（7%）

2
（5%）
3

（7%）
15

（35%）
11

（26%）
1

（2%）
6

（14%）
5

（12%）

8
（17%）
5

（10%）
15

（31%）
11

（23%）
3

（6%）
1

（2%）
5

（10%）

ボランティア
（％）
町内会
（％）
趣味
（％）

自宅にいる
（％）

パートなどの
仕事（％）
その他
（％）

無効、未回答
（％）

５．来館目的（複数回答有）
生活文化 自然 絵馬 刀剣
29

（43%）
11

（16%）
1

（1%）
3

（4%）
1

（1%）
2

（3%）
17

（25%）
4

（6%）

39
（51%）
7

（9%）
3

（4%）
1

（1%）
1

（1%）
9

（12%）
4

（5%）
12

（16%）

45
（54%）
6

（7%）
1

（1%）
2

（2%）
1

（1%）
14

（17%）
6

（7%）
8

（10%）

77
（78%）
5

（5%）
5

（5%）
1

（1%）
1

（1%）
4

（4%）
2

（2%）
4

（4%）

企画展／特別展
（博物館1階）（％）

常設展
（博物館2階）（％）
博物館での
イベント（％）

市民会館イベントで
立ち寄り（％）

市民会館貸部屋利用
で立ち寄り（％）
野田市内観光コース
として訪問（％）
その他
（％）

無効、未回答
（％）
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６．博物館来館回数…「●回～▲回」、「●、▲回」等の記入は▲回に入れる／
「■回位」は■回に入れる／10回以上には「10数回」「15回以上」「20回」などを含む／複数回には「数回」「数十回」「数え切れない」などを含む
８．開催を知った情報媒体…未回答は設問７で「はい」と回答した上で番号に○なし、（　）内に記述なしの件数

６. 博物館来館回数
絵馬

22
（31%）
11

（15%）
9

（13%）
2

（3%）
3

（4%）
3

（4%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
20

（28%）
0

（0%）
1

（1%）
0

（0%）

生活文化
25

（42%）
14

（23%）
1

（2%）
1

（2%）
5

（8%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
13

（22%）
0

（0%）
1

（2%）
0

（0%）

自然
34

（46%）
7

（9%）
10

（14%）
0

（0%）
5

（7%）
1

（1%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
15

（20%）
0

（0%）
2

（3%）
0

（0%）

初めて
（%）
2回目
（%）
3回目
（%）
4回目
（%）
5回目
（%）
6回目
（%）
7回目
（%）
8回目
（%）
9回目
（%）
10回以上
（%）
複数回
（%）
未記入
（%）
無効
（%）

50
（53%）
12

（13%）
7

（7%）
2

（2%）
1

（1%）
2

（2%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）
18

（19%）
0

（0%）
2

（2%）
0

（0%）

刀剣

31
（52%）
26

（43%）
3

（5%）

40
（56%）
31

（44%）
0

（0%）

48
（65%）
21

（28%）
5

（7%）

77
（82%）
14

（15%）
3

（3%）

7. 企画展/特別展の開催既知
絵馬生活文化 自然 刀剣

はい
（%）
いいえ
（%）

無効・未記入
（%）

8. 開催を知った情報媒体（複数回答有）
絵馬

0
（0%）
13

（22%）
13

（22%）
7

（12%）
10

（17%）
2

（3%）
10

（17%）
2

（3%）
3

（5%）

生活文化
0

（0%）
4

（10%）
9

（21%）
4

（10%）
9

（21%）
8

（19%）
2

（5%）
6

（14%）
0

（0%）

自然
6

（12%）
7

（14%）
16

（32%）
4

（8%）
14

（28%）
3

（6%）
0

（0%）
0

（0%）
0

（0%）

新聞
（%）
ポスター
（%）
チラシ
（%）
タウン誌
（%）
野田市報
（%）

ホームページ
（%）

友人・知人紹介
（%）
その他
（%）
未回答
（%）

8
（8%）
8

（8%）
10

（10%）
12

（12%）
17

（17%）
7

（7%）
22

（22%）
9

（9%）
7

（7%）

刀剣

43



○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・いろいろな展示品があったのでよかったという意見が複数見られた。
・自分の住んでいる地域、野田の歴史についてよく知れたという意見が見られた。
【自然展】
・写真が豊富で美しく、見やすいという意見が見られた。
・昔と今の変化や移り変わりを知ることができたという意見が見られた。
・市民の活動がよくわかったという意見があった。
・解説者がいないという意見が見られた。
【絵馬展】
・目にする機会のない絵馬を一度に見ることができてよかったという意見が複数見られた。
・絵馬の成り立ちや意味を初めて知り、参考になったという意見が複数見られた。
・絵馬を間近で見ることができ、その描写や枚数に驚いたという意見がみられた。
・時代やテーマごとに分けられ、わかりやすかったという意見がみられた。
【刀剣展】
・野田市美術刀剣会の思いが伝わったという意見がみられた。
・刀が時代別に展示されておりわかりやすかったという回答が複数あった。

10．印象に残った展示は何ですか（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・醤油樽や醤油関係の展示を挙げる回答が多かった。醤油関係は常設展も含めての感想と思われる。
【自然展】
・大型ケース内の「野田の四季」をあげる意見が多かった。
・昆虫標本や迅速測図をあげる意見も見られた。
【絵馬展】
・指定文化財の「間引き絵馬」や飢饉のコーナーをあげる意見が多かった。
【刀剣展】
・野田市関宿ゆかりの岩井鬼晋麿をあげる意見が多くみられた。
・どの刀も素晴らしかったという意見があった。

９. 企画展／特別展の内容はいかがでしたか

大変良かった（%）
まずまず良かった（%）
あまり良くなかった（%）

悪かった（%）
未回答・無効（%）

生活文化 自然 絵馬 刀剣
32（53％）
22（37％）
1（2%）
3（5%）
2（3%）

43（61％）
21（30％）
2（3％）
2（3％）
3（4％）

54（73％）
17（23％）
0（0%）
0（0％）
3（4％）

62（66％）
27（29％）
2（2％）
0（0％）
2（2％）
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・静か、ゆっくり見られるなどの回答、ボランティアの対応を評価する回答が多数見られた。
・ＢＧＭがなかったので静かすぎる、中世～近世の資料が多いとよいという意見があった。
【自然展】
・静かで落ち着いた雰囲気があるという意見が最も多い。
・スタッフの対応が丁寧であるという意見も見られた。
・チラシ以外に展示説明のリーフレット等がないという回答があった。
【絵馬展】
・静かでゆっくり見学できたという意見が見られた。
・受付ボランティアに対する好印象の声が多く見られた
【刀剣展】
・対応したスタッフが丁寧であったという意見が多かった。
・雰囲気は良かったとしながらも、入りづらいところもあったという回答があった。

12．郷土博物館に求める機能・役割（回答の顕著な特徴）
【生活文化展】
・2階の照明の改善、ケース内の清掃、入り口の改善、ＰＲへの要望があった。
・市民と協力しての活動を評価する声があった。
【自然展】
・野田の文化の拠点になってほしいという意見があった。
・こうした市民参加の展示の継続を要望する意見があった。
【絵馬展】
・雰囲気がよく、展示も申し分ないという意見が見られた。
・常設展の充実化や、研究誌や資料の発刊、配布を要望する意見があった。
【刀剣展】
・地域（野田市）資料の保全と歴史・文化の発信を求める声が多かった。
・市民の顔が見えないのはいかがなものかという意見があった。

11．郷土博物館全般の雰囲気や居心地はいかがでしたか

大変良かった（%）
まずまず良かった（%）
あまり良くなかった（%）

悪かった（%）
未回答・無効（%）

生活文化 自然 絵馬 刀剣
31（52％）
20（33％）
0（0%）
3（5%）
6（10％）

41（58％）
24（34％）
0（0%）
2（3％）
4（6%）

46（62％）
18（24%）
1（1％）
2（3％）
7（9%）

42（45％）
41（44％）
1（1％）
0（0%）
10（11％）
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